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庁舎の木を活かす取組みって
どんな取組みなの？

世田谷区本庁舎等整備工事に先立ち行った樹木診断において、

状態が悪く、残存させることが困難な樹木や移植の難しい樹木等

について、伐採・処分するだけでなく、区民ワークショップを通して、

新区民会館で家具等に再活用する取組みです。

この取組みは、令和３年度から５年度までのプロジェクトで、３か

年にわたり多くの区民のみなさんにご協力いただき、

新庁舎で使用する家具が完成しました。

これまでの

取り組みは

コチラ▼
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講師の湧口さんから

レクチャーを受けて

作業スタート！

２

家具の仕上げワークショップ

令和５年度のワークショップでは、令和４年度までのワークショップで伐採・

皮むき・製材等を行った樹木で制作された家具の仕上げ作業を行いました。
本庁舎敷地内等で伐採することになった樹木を利用した木片ピースを使

用し、講師の湧口さんからレクチャーを受け、唯一無二の作品を制作しまし

た。

今回の仕上げ作業では約５０種、６０００枚の木片ピースを使用します。

まずはカンナでピースの面取りをしながら、木々の特徴を学びました。

次に木の色や模様を見て、バランスよく並びを考えます。

同じ木目が並んでないかな？

向きは間違って
ないかな？

木の種類によって模様、色、
かたさ、においは様々。
触れて感じる体験。

令和６年

自分で考えたデザインがそのまま家具に。
参加者のみなさんで意見を出し合いながら
配置を考えました。

こぐち こぐち こば こば

もともとはなんの柄

もない木のベンチ。

ベンチ１台には１１４

枚のピースを使用。

合言葉は「小口・小口、木端・木端」
コグチ・コグチ、コバ・コバ

▲ 面取カンナ ▲ カンナ裏面

※削りすぎないように専用のカンナを使います。

また、ささくれしたときにカバーできるよう繊維

を横に削る小口から削ります。

コグチ

コ
バ

▲赤丸が貼付け部分



２

step２で考えたデザインで、実際に家具に貼り付けていきます。

最後に塗装して完成です！

貼
付
け
前

貼
付
け
後

保坂区長も参加！

子どもたちに教えても

らってソファにパネルを
貼りました。

塗装するとグッと色づき、
鮮やかな仕上がりに。
みんなで丁寧に塗り込みます。

最後のピースがぴったり
はまると参加者から拍手が！

植栽ユニットのはなし

令和４年度に実施したワークショップでは、区役所敷地内と上野毛

自然公園で苗木を採取し、植栽ユニットを制作しました。

植栽ユニットは、今回仕上げた家具とともに新庁舎を彩ります。

一部の家具には、家具制作の経緯が書かれた刻印ピースが貼られ

ています。ぜひ探してみて下さい♪

▲１面貼付けを終えたミニテーブル



▲ 東棟エントランスホール

２
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今回のワークショップで、ベンチ９台、ソファ１６台、植栽台６台、サイドテーブ

ル４台の計３５台の家具が完成しました。

完成した作品は、区民のみなさんの憩いの場になる
区役所新庁舎東棟エントランスなどに設置します！
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区役所新庁舎

東１期棟に完成した家具を設置します！

参加者のみなさんから、たくさんのご好評の声をいただきました。
これからも区民のみなさんとともに庁舎とみどりに関する取組みができる
よう、イベントを考えていきます。

令和６年５月頃から新庁舎東棟
エントランスホール等に設置します。
ぜひ区役所に遊びに来てください。

作った家具が庁舎に
置かれるのが楽しみ！

３年前から参加してきて、
とても楽しく有意義な
イベントだった！
SDGｓに関心を持った。

木の種類の多さ、色、かたさ、
においの違いを感じながら
熱中して取り組めた！

自分のデザインが反映
されてよかった！

🔺ワークショップ最終枠の参加者のみなさん。

参加者は全枠で延１０２名でした。ご参加ありがとうございました。

▲ 完成したベンチや、テーブルなど
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